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データを標準化する意味



Global Biodiversity Information Facility
地球規模⽣物多様性情報機構

地球上のあらゆる⽣物のデータを、オープンアクセスで
提供することを⽬的として設置された国際的ネットワーク



GBIFサイト、使ってますか？
本⽇の⽬標

S-Netを通じて全世界（GBIF）に
公開している⾃分の館のデータを

確認してみる！



2026年6⽉18⽇にGBIFサイトが
⼤幅リニューアル！



GBIFサイトリニューアルの要点
- Backbone TaxonomyをCatalogue of Lifeに変更
 オカレンスデータを整理する分類体系をGBIF独⾃の体系（Backbone Taxonomy）
 からCatalogue of Life（CoL）に変更

- サンプリングイベントデータの検索機能強化
 調査や観測といったイベントを⽰すevent-based dataの検索機能を強化
 Humboldt ExtensionやRelevéなど、データ拡張内の検索性が向上

- オカレンス検索・フィルタリング機能の強化
 ウェブサイト上のオカレンス検索時のフィルター機能が向上。複雑なフィルタリン
 グにも対応。もちろんダウンロードも可能

- ダッシュボード機能の追加
 利⽤者が独⾃のダッシュボードを作成・保存・共有できる機能が追加。特定地域・
 分類群・機関・プロジェクトなど任意のオカレンスデータの集合を図表にまとめる
 ことなどができるようになった



本⽇のお品書き
ü GBIFの⾔語設定を⽇本語に変更

ü GBIFアカウントの作成

ü⾃分の館のデータをGBIFで探してみよう

ü GBIFサイト上でオカレンスデータを検索・ダウンロード

ü種名マッチングツールを⽤いたデータの⾼次分類群名補完

ü学名解析ツールを⽤いた要素分析



GBIFの⾔語設定の変更

英語 https://www.gbif.org
⽇本語版 https://www.gbif.org/ja

ここから変更
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GBIFの⾔語設定の変更

英語 https://www.gbif.org
⽇本語版 https://www.gbif.org/ja



GBIFアカウントの作成

無料で作成可能。GBIFデータのダウンロードや
ダッシュボード機能の利⽤等に必要



GBIFアカウントの作成



GBIFアカウントの作成

必要事項を⼊⼒。無料で作成可能



GBIFアカウントの作成

この画⾯が表⽰されたら
メール認証にすすむ



GBIFアカウントの作成



GBIFアカウントの作成



⾃館のデータをGBIFで表⽰
S-NetのUUIDから開く



⾃館のデータをGBIFで表⽰
S-NetのUUIDから開く

ここからGBIFで表⽰可能



ここに機関名やキーワードを⼊れて検索してもOK

⾃館のデータをGBIFで表⽰
GBIFでデータセット名を検索



⾃館のデータをGBIFで表⽰
GBIFでデータセット名を検索



⾃館のデータをGBIFで表⽰



⾃館のデータをGBIFで表⽰

「メトリクス」からは、データセット利⽤状況や分類・
地理・時系列範囲などの統計情報を確認可能



⾃館のデータをGBIFで表⽰

「メトリクス」からは、データセット利⽤状況や分類・
地理・時系列範囲などの統計情報を確認可能

データセットを利⽤した
⽂献の詳細はここから確認



⾃館のデータをGBIFで表⽰

DOIに基づきデータセットを利⽤した⽂献が表⽰される。
すべての利⽤⽂献が表⽰されるとは限らないため注意



⾃館のデータをGBIFで表⽰

「メトリクス」からは、データセット利⽤状況や分類・
地理・時系列範囲などの統計情報を確認可能
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⾃館のデータをGBIFで表⽰

「メトリクス」からは、データセット利⽤状況や分類・
地理・時系列範囲などの統計情報を確認可能



⾃館のデータをGBIFで表⽰

オカレンスデータの閲覧は
ここから



GBIFサイトリニューアルの要点

- オカレンス検索・フィルタリング機能の強化
ウェブサイト上のオカレンス検索時のフィルター機能が向上。複雑なフィルタ

リングにも対応。もちろんダウンロードも可能



⾃館のデータをGBIFで表⽰

オカレンス表⽰時のフィルタリング機能が⼤幅に強化さ
れ、並び替えや細かい条件での絞り込みも可能に



⾃館のデータをGBIFで表⽰

オカレンス表⽰時のフィルタリング機能が⼤幅に強化さ
れ、並び替えや細かい条件での絞り込みも可能に

除外検索 細かな条件での検索



⾃館のデータをGBIFで表⽰

画像のサムネイル表⽰にも対応（千葉市動物公園様の例）
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GBIFサイトリニューアルの要点

- ダッシュボード機能の追加
利⽤者が独⾃のダッシュボードを作成・保存・共有できる機能が追加。特定地

域・分類群・機関・プロジェクトなど任意のオカレンスデータの集合を図表にまと
めることなどができるようになった



⾃館のデータをGBIFで表⽰

オカレンスデータの集合を可視化する機能が強化



⾃館のデータをGBIFで表⽰

オカレンスデータの集合を可視化する機能が強化



⾃館のデータをGBIFで表⽰

ダッシュボードで⾃由なレイアウト・共有も可能



GBIFデータのダウンロード

GBIFによる標準化・解釈済みの値のみ。
1件のオカレンスを1⾏にまとめたCSV

オリジナル項⽬を含む。最も情報量が多い

どの種が何件あるかをまとめたCSV

オカレンスを分類群・地域・時系列
などで集約した表



ダーウィンコアアーカイブを選択した例

基準となる分類群辞書（推奨はCoL）

GBIFデータのダウンロード



利⽤規約の確認

利⽤規約を承諾したら
ダウンロードへ

GBIFデータのダウンロード



ダウンロード処理画⾯

GBIFデータのダウンロード



ダウンロード処理画⾯

GBIFデータのダウンロード



ダウンロード処理画⾯

論⽂などに使⽤する際には
「削除を延期します。」をクリック

GBIFデータのダウンロード



ダウンロードされたzipファイルの中⾝

GBIFデータのダウンロード



種名マッチングツールの利⽤

CSVファイル内の種名をCatalogue of Lifeに照合
して標準化
https://www.gbif.org/ja/tools/species-lookup



種名マッチングツールの利⽤

CSVファイル内の種名をCatalogue of Lifeに照合
して標準化
https://www.gbif.org/ja/tools/species-lookup



種名マッチングツールの利⽤

CSVファイル（UTF-8）を
ドラッグ&ドロップ

example.csv

学名（必須）→scientificName
界名（任意）→kingdom
ユニークなID（任意）→id



ここをクリック

種名マッチングツールの利⽤

CSVファイルにある学名 優先的に調べる界名



ここをクリック

種名マッチングツールの利⽤

CSVファイルにある学名 優先的に調べる界名

CSVで出⼒可能
IDは⼊⼒内容が
そのまま保持される

界から種までGBIFの学名辞書に
ある情報で補完される解析結果



種名マッチングツールの利⽤

学名の表記ゆれの検出

GBIF学名辞書におけ
るシノニムの検出

記載者名を含む学名の提案

GBIFの学名辞書が正確とは限らないので
その点は注意が必要！



出⼒されたCSVファイル

⾼次分類群を埋める際に便利

種名マッチングツールの利⽤

species-match.csv



学名解析ツールの利⽤

学名を解析し、属名・種⼩名・命名者・分類階級
などの構成要素に分割
https://www.gbif.org/ja/tools/name-parser



学名解析ツールの利⽤

学名を解析し、属名・種⼩名・命名者・分類階級
などの構成要素に分割
https://www.gbif.org/ja/tools/name-parser



学名解析ツールの利⽤

ここに⼊⼒するかテキス
トファイルを下欄に提出



学名解析ツールの利⽤

学名の表記ゆれは修正されない

学名の構成要素に分割される
表記ゆれチェックはされないので注意



GBIFサイト、使ってますか？
本⽇の⽬標

S-Netを通じて全世界（GBIF）に
公開している⾃分の館のデータを

確認してみる！



Global Biodiversity Information Facility
地球規模⽣物多様性情報機構

地球上のあらゆる⽣物のデータを、オープンアクセスで
提供することを⽬的として設置された国際的ネットワーク

S-Netとあわせてぜひご活⽤ください！


